
「
ロ
ッ
ク
と
一
言
え
ば
タ
ブ
ラ

「ロックと蓄えばタブラ・ラサj考

「
ロ
ッ
ク
と
言
え
ば
タ
ブ
ラ
・
ラ
サ
」
と
、
い
ま
だ
に
一
一
…
一
口
わ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
彼
の
主
著
吋
人
間
知
性
論
」
に
は
そ
の
一
一
言
葉

は
出
て
こ
ず
、
代
わ
り
に
「
白
紙
」

Z
Y
5
3宮
門
）
が
使
わ
れ
て
い
る
。

確
か
に
ロ
ッ
ク
は
、
二
ハ
七
一
年
の
「
人
間
知
性
論
』
の
草
稿
で
J
E
S

S
Z
F
叫
と
、
名
認
を
後
置
し
た
形
で
こ
の
一
一
言
葉
を
龍
っ
て
お
り
、
ま
た
、

「
人
間
知
性
論
い
の
コ
ス
ト
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
語
訳
（
一
七

O
O年）

で
も
、
バ
リ
ッ
ジ
に
よ
る
ラ
テ
ン
語
訳
（
一
七

O
一
年
）
で
も
、
「
白
紙
」

は

d
g
z
s
g胡
と
訳
さ
れ
て
は
い
る
。
だ
が
、
「
タ
ブ
ラ
・
ラ
！
サ
」

（
s
z
z
s
s）
と
い
う
そ
の
一
世
口
葉
自
体
は
、
ロ
ッ
ク
よ
り
も
は
る
か
以

前
か
ら
、
し
か
も
、
ア
ワ
ス
ト
テ
レ
ス
の
思
想
と
の
関
係
に
お
い
て
使

用
さ
れ
て
お
り
、
伺
を
も
っ
て
「
ロ
ッ
ク
と
言
え
ば
タ
ブ
ラ
・
ラ
サ
」

と
す
る
の
か
、
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

せ
め
て
「
ロ
ッ
ク
と
蓄
え
ば
白
紙
」
と
で
も
す
べ
き
で
あ
り
、
ロ
ッ

ク
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
思
想
的
関
係
を
明
示
し
な
い
ま
ま
「
ロ
ッ
ク

と
言
え
ば
タ
ブ
ラ
・
ラ
サ
」
を
繰
り
返
す
の
は
、
そ
う
発
言
す
る
者
の
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フ
サ
」

考

富一

恭

彦

田

学
関
的
姿
勢
を
疑
わ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

「
タ
ブ
ラ
・
ラ

i
サ
」
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
の
由
来
を
一
部
な
り
と
も
確
認

し
て
、
こ
の
よ
う
な
流
言
へ
の
再
考
を
促
す
こ
と
、
こ
れ
が
小
論
の
話

的
で
あ
る
。プ

ラ
ト
ン
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

プ
ラ
ト
ン
（
出
戸
含
S
〈唱。・

h
F
M

斗
ふ
さ
切
り
）
は
「
心
を
轍
板
に
除
え
た
」

と
よ
く
言
わ
れ
る
。
？
ア
ア
イ
テ
ト
ス
い
（

e
g
gコ
。
デ
ラ
テ
ン
語
名

g
sミ
ミ
5
・
3
r
以
下
）
を
念
頭
に
覆
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
当
該
笛

所
で
プ
ラ
ト
ン
は
、
知
覚
の
対
象
や
思
考
内
容
が
心
の
中
に
あ
る
磁
の

か
た
ま
り
（
五
℃

2
2
党
三
言
刊
。
〈
ケ
！
リ
ノ
ン
・
エ
ク
マ
ゲ
イ
オ
ン
）

に
刻
印
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
記
比
四
に
よ
る
知
識
の
存

否
を
説
明
す
る
。
ゎ
申
込
℃
君
。
〈
ゅ
（
ケ
i
リ
ノ
ン
）
は
「
磁
の
」
を
意
味
す

る
形
容
認
、
ぷ
咽
円
宮
内
々
巳
。
〈

ψ

（
エ
ク
マ
ゲ
イ
オ
ン
）
は
「
刻
印
を
受
け
る

も
の
」
を
意
味
す
る
名
詞
で
あ
る
。
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当
時
、
木
の
板
を
浅
く
え
ぐ
っ
て
平
ら
に
蝦
を
流
し
込
ん
だ
蝋
板

に
、
尖
筆
で
文
字
な
ど
を
書
き
記
す
こ
と
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
。
プ

ラ
ト
ン
の
ニ
一
一
口
う
「
搬
の
か
た
ま
り
」
が
こ
の
蝋
板
の
こ
と
な
の
か
、
そ

れ
と
も
そ
こ
に
何
か
が
刻
印
さ
れ
る
蝋
の
か
た
ま
り
の
こ
と
な
の
か
は
、

必
ず
し
も
定
か
で
は
な
い
。
が
い
ず
れ
に
し
て
も
、
蝋
を
用
い
た
こ
の

プ
ラ
ト
ン
の
喰
え
を
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
同
右
2
2
F云
リ
昆
ふ
i
凶

M
M

∞－

n・
）
が
継
承
し
た
。
彼
は
、
『
魂
に
つ
い
て
』
（
＝
∞
℃
門
戸
ぎ
誌
の
ゆ
ラ
テ
ン

語
名
む
ご
叫
ミ
ミ
Q

）
第
三
巻
第
四
章
（
お

3
2
L
u
o巳
）
に
お
い
て
「
書

板
」
（
毛
会
主
吉
弘
ミ
グ
ラ
ン
マ
テ
イ
オ
ン
）
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
を
用
い
、

可
能
性
の
う
ち
に
あ
る
〔
働
く
こ
と
が
で
き
る
が
現
実
に
働
い
て
は

い
な
い
〕
知
性
は
、
現
実
性
に
お
い
て
〔
ま
だ
〕
何
も
番
か
れ
て
い

な
い
書
板
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
（
宕
〈
ぞ
g
句
。
常
兵
含
詩
℃
仲
〈

4
B
τ
E
H∞S
必
至
。
君
主
v
S
3
2
b〈詰
Zunm右

4
3習
を
を
2
・）

と
言
、
っ
。

2 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
継
承

こ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
、
さ
ら
に
ス
ト
ア
派
に
継
承
さ
れ
る
。
ド
イ

ツ
の
古
典
文
献
学
者
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ア
ル
ニ
ム
宣
言
∞
〈
S
〉
S
F
F

Z
3
1
3
2）
の
『
初
期
ス
ト
ア
派
断
片
集
』
（
忌
ミ
S
ミ
ミ
否
定
ミ
ミ

」
ざ
同
ミ
S
F
3
3
i
s
g
全
三
巻
、
一
九
二
四
年
に
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・

ア
ド
ラ
i
玄
虫

5
主
き
〉
告
O

F

Z
∞
十
毛
主
が
索
引
を
第
四
巻
と
し
て

こ
れ
に
付
し
た
）
第
二
巻
八
三
（
ア
エ
テ
イ
オ
ス
「
学
説
…
一
藍
第
四
巻

一

〉

主

5
リ、

E
n
g
Eき
号
、
さ
さ
戸
山
メ
ニ
）
に
は
、
次
の
よ
う
な

一
言
葉
が
見
ら
れ
る
。

ス
ト
ア
派
の
人
々
の
言
に
よ
れ
ば
、
人
聞
は
生
ま
れ
た
と
き
に
、
魂

の
指
導
的
な
部
分
を
、
い
わ
ば
、
書
き
込
む
た
め
に
う
ま
く
整
え
ら

れ
た
紙
（
H
ε
2の
カ
ル
テ
i
ス
）
と
し
て
持
っ
て
お
り
、
観
念
を
一

つ
一
つ
自
分
で
こ
こ
に
書
き
込
む
。
（
C｛

M
U
H
S
M
六
旦
言
。
戸
〈
・
含
内
定

詰
主
主
主
ひ
き
③
℃
S
きのゆ
m
H
g
S
君
主
。
〈
突
か
〈
志
℃
。
の
込
山
4
3
H
Aの＆

gn℃

uha℃叶ぷ〈
mwd
向山℃
4
0
〈何戸
huca。j
『℃
C
G
ぷ〈・何回出司。
C
H
C
τ
戸会〈閉山六円
H
G
叶ぷ〈、同

ε〈

何〈〈。忌〈仲〈

S
2
E
6
2
2・）

d
p℃
2
ペ
は
ま
た

d
c℃
乱
。
〈
ゅ
（
カ
ル
テ
イ
オ
ン
）
と
も
一
一
一
一
口
わ
れ
る
。

ア
エ
テ
ィ
オ
ス
阿
弥
ロ
去
は
一
世
紀
も
し
く
は
二
世
紀
頃
の
学
説
誌
家

で
中
め
る
。

ま
た
、
口
！
マ
市
民
権
を
持
つ
ギ
リ
シ
ャ
人
著
述
家
プ
ル
タ
ル
コ
ス

（口

y
g
s己
主
ゅ
の
・
ま
ー
の
・
口
。
）
は
、
随
筆
集
「
モ
ラ
リ
ア
」
（
ラ
テ
ン

語
名
玄
2ω

－F
ギ
リ
シ
ャ
語
原
題
は
出
。
実
。
ェ
！
テ
イ
カ
）
所
収
の
「
神

託
の
衰
微
に
つ
い
て
」
（
出
∞
豆
島
〈
常
Z
E
5ひ
S
〈
宅
ぷ
G
2℃
S
F
ラ
テ

ン
語
名
常
え
も
の
言
。
ミ
ミ
。
さ
さ
）
に
お
い
て
：
毛
皇
室

a2

P
4
℃9
6
2
ゅ
（
グ
ラ
ン
マ
テ
イ
オ
ン
・
ア
グ
ラ
ポ
ン
）
と
い
う
言
葉
を
用

い
た
（
ム
お
ふ
）

o
d
4
B
G
Sゅ
（
ア
グ
ラ
ポ
ン
）
は
「
書
か
れ
て
い
な
い
」

を
意
味
す
る
形
容
詞
で
、
こ
れ
が

JEττ
吉
弘
。
〈
唱
（
グ
ラ
ン
マ
テ
イ
オ

ン
）
に
付
さ
れ
、
「
書
か
れ
て
い
な
い
書
板
」
と
な
る
。

さ
ら
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
注
解
し
た
ア
プ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ロ
ス
（
同
広
す
忌

B
のひ
V
F
G
℃急

5
与
の
一
一

O
O
年
頃
の
人
。

口
l
マ
の
市
民
権
を
持
つ
ギ
リ
シ
ャ
人
で
、
ア
テ
ナ
イ
〔
ア
テ
ネ
〕
で
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